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c-1 -03 人口鼻使用時間48時間の安全性と
交換に影響を及ぼす因子についての検討

一流量抵抗に焦点をあてて-
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[序論]

人工鼻は、加温加湿器に比べて有用であることが報

告されており 1)、当院でも、現在人工鼻フィル ター

(Hygrobag S(r))を人工呼吸器の加湿手段の第一選択と

して使用している。

今回我々は、変動する流量を高精度に測定可能な機

器2)を使用し、 48時間の交換間隔の妥当性と、交換に影

響を及ぼす因子を含めて検討することを凶的とした。

[Ji i去1
2005年8月から同年 10月において、大阪大学医学部

lifJ同病院集中治療部に人室した成人患者で、人仁呼吸

器を40時間以上装着した人工鼻351闘を対象とした。人

..L鼻はHygrobagS<i> (DAR)を使用した。また、使用し

た人工呼吸器は、 NPB840あるいは PB7200(ネルコア

ピューリタンベネット)であった。

人工鼻は、装着開始から約48時間毎に回収し、分泌

物付着の有無を観察した。次に、人工鼻の重量を精密

重量計を用いて測定後、流量抵抗値を人工鼻フィル

ター l個につき 6回ずつ測定しその平均値を用いた。

人工鼻装着中の患者の、略疾の粘調度・体温・肺疾患の

種類についてのデータを収集した。塔疲の粘調度は、勤

務毎に担当の看護師が、Suzukawa3)らによる略疲の粘調

度スケール表を用いて評価 した。体温は、各勤務交代

時に、患者の肢禽温を測定し、人工鼻使用期間の平均

値を算出した。肺疾患状態は、 0:なし 1: ARDS 2: 

肺炎 3: COPD 4:肺水腫 5:肺出血 6:その他に

分類し、レ ントゲンや検査デー夕、 患者状態により担

当医が判断した。 人工鼻の分泌物付着の有無は、フィ

ルターのひだが明らかに乱れているものと汚れが目に

見えてわかるものを分泌物付着あり とした。

[結果]

流量抵抗値を測定した人工鼻総数は、 35個で、使用

時間の平均値は47.3土3.5時間であった。40時間以上

48時間以内に交換したフィルターは主な理由が抜管に

よる人工呼吸器離脱であり、分泌物付着が確認され交

換したフ ィルター数は、35個中 01屈であった。 使用時

間と流量抵抗値との相関は認めていない。(r= 0.16) 

人工鼻の流量抵抗平均値は31.2:!:5.4mmH20/1/secであ

り、 ISO規格の基準値50mmH20/l/secよりも低値であっ

た"。

人工鼻使用後の重量平均値は 29.5:!:1.0g (未使用時

28g)であり、流量抵抗と相関があった (r= 0.59 p < 
0.01)。同収後分泌物等の付着ありと判断した人工鼻が

15側、分泌物等の付着なしと判断した人工鼻が20個で

あった。フィルターの状態では、分泌物付着ありのほ

うが、付着なしよりも流量抵抗平均値が上昇した

(p=0.015)。
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